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情
報
処
理
の
高
度
化
等
に
対
処
す
る
た
め
の
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
百
五
十
四
号

情
報
処
理
の
高
度
化
等
に
対
処
す
る
た
め
の
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る

政
令

内
閣
は
、
情
報
処
理
の
高
度
化
等
に
対
処
す
る
た
め
の
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第

七
十
四
号
）
附
則
第
一
条
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

情
報
処
理
の
高
度
化
等
に
対
処
す
る
た
め
の
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定

の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
二
日
と
す
る
。

法
務
大
臣

小
川

敏
夫

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

刑
事
事
件
に
お
け
る
第
三
者
所
有
物
の
没
収
手
続
に
関
す
る
応
急
措
置
法
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
方

法
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
百
五
十
五
号

刑
事
事
件
に
お
け
る
第
三
者
所
有
物
の
没
収
手
続
に
関
す
る
応
急
措
置
法
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告

の
方
法
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
刑
事
事
件
に
お
け
る
第
三
者
所
有
物
の
没
収
手
続
に
関
す
る
応
急
措
置
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三

十
八
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

刑
事
事
件
に
お
け
る
第
三
者
所
有
物
の
没
収
手
続
に
関
す
る
応
急
措
置
法
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
は
、

検
察
庁
の
掲
示
場
に
十
四
日
間
掲
示
す
る
方
法
に
よ
っ
て
行
う
。
た
だ
し
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
官
報
又
は
新
聞
紙

に
掲
載
す
る
方
法
を
併
せ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
情
報
処
理
の
高
度
化
等
に
対
処
す
る
た
め
の
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法

律
第
七
十
四
号
）
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
二
日
）
か
ら
施
行
す

る
。

法
務
大
臣

小
川

敏
夫

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

押
収
物
還
付
公
告
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
百
五
十
六
号

押
収
物
還
付
公
告
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
四
百
九
十
九
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
四
百
九
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

押
収
物
還
付
公
告
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
三
百
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

押
収
物
還
付
等
公
告
令

第
一
条
中
「
公
告
」
の
下
に
「
並
び
に
同
法
第
四
百
九
十
九
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
百
九
十

九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
又
は
複
写
に
関
す
る
公
告
」
を
加
え
る
。

第
三
条
中
第
三
項
を
第
五
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

検
察
官
が
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
九
十
九
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
百
九
十
九
条
第
一
項
又
は

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
公
告
す
べ
き
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

刑
事
訴
訟
法
第
四
百
九
十
九
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
百
九
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
旨

二

検
察
庁
名

三

事
件
名
及
び
押
収
番
号

四

品
名
及
び
数
量

五

公
告
の
初
日
及
び
末
日
の
年
月
日
（
前
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
に
あ
つ
て
は
、

そ
の
年
月
日
）

六

交
付
す
べ
き
記
録
媒
体
に
記
録
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
又
は
複
写
を
許
す
べ
き
電
磁
的
記
録
を
特
定
す
る
に
足
り

る
事
項

４

司
法
警
察
員
が
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
九
十
九
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
百
九
十
九
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
公
告
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
公
告
す
べ
き
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

刑
事
訴
訟
法
第
四
百
九
十
九
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
百
九
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
公
告
す
る
旨

二

所
属
す
る
官
公
署
名
（
官
公
署
に
所
属
し
て
い
な
い
司
法
警
察
員
の
場
合
は
、
司
法
警
察
員
で
あ
る
旨
、
氏
名

及
び
連
絡
先
）

三

事
件
名
及
び
押
収
番
号

四

品
名
及
び
数
量

五

公
告
の
初
日
及
び
末
日
の
年
月
日
（
前
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
に
あ
つ
て
は
、

そ
の
年
月
日
）

六

交
付
す
べ
き
記
録
媒
体
に
記
録
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
又
は
複
写
を
許
す
べ
き
電
磁
的
記
録
を
特
定
す
る
に
足
り

る
事
項
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